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【橋梁長寿命化修繕計画策定】 

 

1.  背  景  

本 市 が 管 理 す る 橋 梁 は ， 令 和

元 年 度 現 在 で 、256 橋 架 設 さ れ

て い る 。 こ の う ち ， 建 設 後 50

年 を 経 過 す る 橋 梁 は 、 全 体 の

9％ を 占 め て お り 、20 年 後 に は 、

79 ％ 程 度 に 増 加 す る 。 こ れ ら

の 高 齢 化 を 迎 え る 橋 梁 群 に 対

し て 従 来 の 対 処 療 法 型 の 維 持

管 理 を 続 け た 場 合 、 橋 梁 の 修

繕・架 け 替 え に 要 す る 費 用 が 増

大 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。  

 

2.  目  的  

こ の よ う な 背 景 か ら ，よ り 計 画 的 な 橋 梁 の 維 持 管 理 を 行 い ，限 ら れ た 財 源

の 中 で 効 率 的 に 橋 梁 を 維 持 し て い く た め の 取 り 組 み が 不 可 欠 と な る ． コ ス

ト 縮 減 の た め に は ，従 来 の 対 症 療 法 型 か ら ，“ 損 傷 が 大 き く な る 前 に 予 防 的

な 対 策 を 行 う ”予 防 保 全 型 へ 転 換 を 図 り ，橋 梁 の 寿 命 を 延 ば す 必 要 が あ る ．  

そ こ で 本 市 で は ， 将 来 的 な 財 政 負 担 の 低 減 お よ び 道 路 交 通 の 安 全 性 の 確 保

を 図 る た め に ， 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 を 策 定 す る ．   

長 寿 命 化 修 繕 計 画 の 策 定 に あ た り 、「 計 画 対 象 施 設 」、「 計 画 期 間 」、「 優

先 度 評 価 」、「 個 別 施 設 の 状 態 等 」、「 対 策 内 容 と 実 施 時 期 」、「 対 策 費 用 」

の 6 項 目 に つ い て 計 画 策 定 に 必 要 な 情 報 を 整 理 す る 。  

 

3.  計 画 対 象 施 設  

行 動 計 画 に お い て 、個 別 施 設 計 画 を 策 定 す る こ と と し た 施 設 を 対 象 と す る 。

計 画 の 策 定 当 た っ て は 、各 施 設 の 維 持 管 理・更 新 等 に 係 る 取 組 状 況 や 利 用 状

況 等 に 鑑 み ・ 個 別 施 設 の メ ン テ ナ ン ス サ イ ク ル を 計 画 に 実 行 す る 上 で 最 も

効 率 的 ・ 効 果 的 と 考 え ら れ る 計 画 を 策 定 す る 。  

対 象 と な る 施 設 は 、こ れ ま で に 計 画 策 定 し た 47 橋 に 加 え 生 駒 市 が 管 理 す

る 道 路 橋 ・ 人 道 橋 256 橋 と す る 。  

令 和  21 年 度  

201 橋  79% 

2 0 年 後  

令 和  元 年 度  

24 橋  9% 
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4.  計 画 期 間  

イ ン フ ラ の 状 態 は 、経 年 劣 化 や 疲 労 等 に よ っ て 時 々 刻 々 と 変 化 す る こ と か

ら 、定 期 点 検 サ イ ク ル 等 を 考 慮 の 上 、計 画 期 間 を 設 定 し 、点 検 結 果 等 を 踏 ま

え 、 適 宜 、 計 画 を 更 新 す る も の と す る 。  

本 基 本 計 画 で 示 す 取 組 を 通 じ 、知 見 や ノ ウ ハ ウ の 蓄 積 を 進 め 、計 画 期 間 の

長 期 化 を 図 る こ と で 、中 長 期 的 な 維 持 管 理・更 新 等 に 係 る コ ス ト の 見 通 し の

精 度 向 上 を 図 る 。  

令 和 2 年 度 か ら の 10 年 を 短 期 維 持 管 理 計 画 と し 、50 年 を 中 長 期 維 持 管

理 計 画 と す る 。  

 

5.  優 先 度 評 価 の 考 え 方  

個 別 施 設 の 状 態（ 劣 化 ・ 損 傷 の 状 況 や 要 因 等 ）の 他 、当 該 施 設 が 果 た し て

い る 役 割 、機 能 、利 用 状 況 、重 要 性 等 、対 策 を 実 施 す る 際 に 考 慮 す べ き 事 項

を 設 定 の 上 、 そ れ ら に 基 づ く 優 先 順 位 の 考 え 方 を 明 確 化 す る 。  

対 策 は 、健 全 度 の 低 い も の を 対 象 に 実 施 す る こ と が 基 本 と な る 。し か し な

が ら 、そ れ ぞ れ の 橋 梁 の 架 設 環 境 な ど に よ っ て 、そ の 橋 梁 の 位 置 づ け が 異 な

り 、老 朽 化 に よ り 通 行 止 め に な る リ ス ク の 大 小 も 異 な る こ と が 想 定 さ れ る 。 

こ の た め 、健 全 性 と 重 要 性 に 関 わ る 指 標 を 用 い た 優 先 度 評 価 を 実 施 す る こ

と を 基 本 と す る 。  

 

5.1  優 先 度 評 価 に 活 用 す る 指 標 の 設 定  

優 先 度 評 価 を 実 施 す る に あ た り 、 ど の 指 標 で 評 価 す る か を 明 確 に す る 。  

健 全 性 は 診 断 区 分 を 適 用 す る こ と が 想 定 さ れ 、重 要 性 は 橋 梁 規 模 や 架 設 年

次 な ど の 各 種 評 価 指 標 を 考 慮 し て い る 。  

 

表 5 .1  優 先 度 指 標  

対  象  適 用 す る 指 標  

総 合 評 価 指 数  
点 検 結 果 よ り 部 材 毎 に 損 傷 度 を 評 価 （ A

～ E） し 、 橋 梁 全 体 の 評 価 指 数 を 算 定  

重  要  度  

維 持 管 理 手 法  

社 会 的 影 響 度 に 関 わ る 指 標  
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5.2  優 先 度 評 価  

総 合 評 価 指 数 と 重 要 度 の バ ラ ン ス を 考 慮 し て 、順 位 設 定 は 下 表 に よ る こ と

と す る 。ま ず 、道 路 利 用 者 へ の 安 全 ・ 安 心 提 供 の 観 点 で 、健 全 性 が 低 い も の

か ら 対 策 を 実 施 す る こ と を 基 本 と す る 。そ の 中 で 、重 要 性 の 高 い も の か ら 対

策 を 実 施 す る よ う 順 位 設 定 を 行 っ て い る 。  

 

表 5 .2  優 先 度 設 定  

 

 

6.  個 別 施 設 の 状 態 等  

点 検 ・ 診 断 に よ っ て 得 ら れ た 個 別 施 設 の 状 態 に つ い て 、 施 設 毎 に 整 理 し 、

各 種 項 目 に 対 す る デ ー タ は 橋 梁 維 持 管 理 シ ス テ ム に 蓄 積 し 、 維 持 管 理 上 の

基 本 デ ー タ と し て 活 用 す る 。  
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7.  対 策 内 容 と 実 施 時 期  

優 先 度 評 価 や 個 別 施 設 の 状 態 等 を 踏 ま え 、次 回 の 点 検・診 断 や 修 繕・更 新 、

等 の 必 要 な 対 策 に つ い て 、 講 ず る 部 材 と 対 策 工 法 や 実 施 時 期 を 施 設 毎 に 整

理 す る 。  

対 策 内 容 ・ 対 策 時 期 に 関 し て は 、 以 下 の 条 件 を 活 用 す る 。  

 

7.1  対 策 工 法  

採 用 す る 対 策 工 法 は 次 表 の 結 果 を 適 用 す る 。  

表 1． 5． 1 対 策 工 法  

部  材  材  料  対 策 工 法  

主   桁  

鋼  
塗 装 塗 替 え  

当 板 補 強  

RC・ PC 

ひ び 割 れ 注 入  

断 面 修 復  

炭 素 繊 維 補 強  

床   版  RC 
床 版 防 水  

炭 素 繊 維 補 強  

下  部  工  コ ン ク リ ー ト  

ひ び 割 れ 注 入  

断 面 修 復  

炭 素 繊 維 補 強  

支   承  支 承  支 承 取 替 工  

舗   装  ア ス フ ァ ル ト 他  打 換 え （ 床 版 防 水 併 用 ）  

伸 縮 装 置  鋼  伸 縮 装 置 取 替 工  

防  護  柵   防 護 柵 取 替 工  
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7.2  対 策 実 施 時 期 に つ い て  

対 策 実 施 時 期 は 、上 記 の 考 え で 計 上 し た 対 策 工 法 に 対 し て 、投 資 可 能 額 が

ど の 程 度 か に よ っ て 影 響 を 受 け る こ と と な る 。以 降 の 対 策 費 用 、投 資 可 能 な

予 算 の 整 理 結 果 を 踏 ま え 、 決 定 す る こ と と な る 。  

一 方 で 、対 策 要 否 を 決 定 す る 必 要 が あ り 、そ の た め に は シ ナ リ オ 毎 の 管 理

水 準 の 設 定 が 必 要 と な り 、 下 表 の 設 定 を 適 用 す る こ と と す る 。  

 

表 1 .  5 ． 3  対 策 シ ナ リ オ  

維 持 管 理 手 法  対 策 方 針  管 理 水 準  

予 防 保 全 型  
対 策 を 早 め に 実 施 し て 、 健 全

性 を 高 い レ ベ ル で 維 持 す る 。  

対 策 区 分 が 健 全 度 C に

達 し た ら 対 策 を 行 う 。  

事 後 保 全 型  
対 策 が 必 要 と な る レ ベ ル ま で

対 処 し な い 対 処 療 法  

対 策 区 分 が 健 全 度 D に

達 し た ら 対 策 を 行 う 。  
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8.  対 策 費 用  

計 画 期 間 内 に 要 す る 対 策 費 用 の 概 算 を 整 理 す る 。  

長 寿 命 化 修 繕 計 画 を 策 定 す る 256 橋 に つ い て ，今 後 51 年 間 の 事 業 費 を 比 較 す

る と ，従 来 の 対 症 療 法 型 が 212 億 円 に 対 し ，長 寿 命 化 修 繕 計 画 の 実 施 に よ る 予 防

保 全 型 が 82 億 円 と な り ，コ ス ト 縮 減 効 果 は 130 億 円 が 見 込 ま れ る ．併 せ て ，適

切 な 維 持 管 理 に よ り 、 損 傷 に 起 因 す る 通 行 制 限 等 が 減 少 し ， 道 路 の 安 全 性 ・ 信 頼

性 が 確 保 さ れ る ．  

 

 

図 8 .1  計 画 策 定 に よ る 縮 減 効 果  

 

9.  短 期 修 繕 計 画  

様 式 1-2 に よ る 。  

 

-121-



 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 （ 2 0 2 1 ） 年 3 月 

生駒市上下水道部 

 

（ 令和 3 年度～令和 1 2 年度）  
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